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町
民
文
芸

肥

後

狂

句

か
も
知
れ
ん
　
だ
が
そ
れ
丈
じ
ゃ
踏
み
込
め
ん

き
ち
ィ
道
理
　
孫
利
子
ま
で
も
払
い
お
る

す
で
に
秒
読
み
　
隣
の
部
屋
で
待
つ
悔
み

軽
は
ず
み
　
張
本
人
に
喋
っ
と
る

す
で
に
秒
読
み
　
も
う
祝
電
の
山
小
積
み

か
も
知
れ
ん
　
里
帰
り
に
は
長
す
ぎ
る

助
平
が
　
混
ま
ん
電
車
に
ゃ
乗
ら
っ
さ
ん

す
で
に
秒
読
み
　
ち
ら
つ
き
出
ァ
た
優
勝
旗

さ
ァ
師
走
　
パ
ト
カ
ー
の
日
の
吊
り
上
る

か
も
知
れ
ん
　
胃
カ
メ
ラ
呑
う
で
み
る
か
い
た

か
ら
こ
ろ
と
落
葉
奏
で
る
月
の
夜

山
の
温
泉
に
山
の
幸
あ
り
む
か
ご
め
し

今
日
も
亦
落
葉
は
き
寄
せ
日
幕
か
な

大
阿
蘇
の
大
噴
煙
も
冬
迎
ふ

帰
る
道
無
き
夢
さ
め
て
夜
長
か
な

紅
葉
の
梢
に
走
る
白
い
雲

牛
追
ふ
子
む
ち
打
つ
手
に
は
柿
ひ
と
つ

風
吹
か
ば
風
に
ま
か
せ
し
紅
業
散
る

明
日
の
日
を
待
て
ず
し
ず
か
に
木
の
葉
落
つ

天
気
予
報
間
違
ひ
願
ふ
秋
納
前
夜

峡
の
戸
の
上

へ
上

へ
と
柿
の
秋

〓
二
三

TEL(高 森局09676)② ll11〔代表〕

人 口

-10月 31日 現在―

9,040人 昇 :::1:::l炎

世帯数………………… 2,581

転入 30  出生 11

転出 26  死亡 2
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宗

吹

廉

麻

後
藤
　
　
固

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
チ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
　
満
生

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

後
藤

春
嵐

熊
谷
　
紫
雲

狩

留

山

和

刈

狩

原

津
　
　
　
　
　
中

戸

上

村

昭

百

戸

西

●

●

（
Ｕ

″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

●

高
森
中
学
校
の
昭
和
二
―
九
年
度

事
業
生
で

結
成
し
て
い
る

＝
年
グ
ル
ー
フ

「
紫
峰

会
」

（桐
原
利
光
会
長
、
―
人
）
は
、
二
日
、
町
内
の
特
別

養
護

老
人
ホ
ー
ム

「
梅
呑

苑
」
を
訪
れ
、
モ
チ
つ
き
で
お
年
寄
り
た
ち
を
慰
め
ま
し
た
。

紫
峰
会
は
地
元
に
残
る
同
級
生
の
き
ず
な
を
深
め
よ
う
と
昨
年

一
月
に
結
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
フ
。
隔
月
に
期
ぼ
く
会
を
―サ１１
い
て
生
活
改
善
や
地
域
活
動
の
進
め
方
を
話
し
合

っ
て

お
り
、
今
度
の
と
人
ホ
ー
ム
慰
‐――‐
が
初
め
て
の
社
会
奉
仕
。

こ
の
日
は
―
八
十
口
の
モ
チ
米
が
ま
た
た
く
ま
に
つ
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
ん
入
り
、

ヨ
モ
ギ
、
ト
ウ
キ
ビ
モ
チ
な
ど
１
に
し
た
お
年
寄
―，
た
ち
は
大
喜
び
。
同
苑
も
地
た
の
好

意
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

阿 森
部
タ
ツ 正
エ ァヽ

愛

の

モ

チ

/う

き

慰

問

発行 阿蘇 郡 高 森 町 役 場

お も な 内 容

□ 第ニセクター正式決定 (高森線)…… ……

国 民間拠出金を募集…… ………………………

ロ サッパリしてください

(悔香苑が入浴サービス)…

□ 食べ残すとたいへん (色見のめし食い祭り)

□ 中央公民館だより… ………………… ………

散
り
初
む
る
紅
葉
の
一
日
重
ね
つ
ゝ

老
僧
の
咳
多
く
し
て
お
取
越

何
や
彼
と
ま
と
め
役
し
て
木
の
業
髪

待
望
の
雨
と
な
り
た
る
初
時
雨

御
仏
は
供
物
の
柿
に
飽
か
れ
ず
や

山
の
幸
集
め
て
楽
し
里
の
秋

一
而
に
落
葉
散
り
敷
く
留
守
の
家

境
内
に
布
団
干
し
あ
り
秋

一
と
日

小
春
日
の
つ
づ
く
峡
田
に
煙
立
つ

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
高
森

・
下
町
の
野
崎
保
男
さ
ん
か
ら

「楽
友
会
」

へ

▽
車
部

。
社
倉
の
青
木
レ
イ
さ
ん
か
ら

「福
寿
会
」

へ

▽
高
森

・
昭
和
の
佐
藤
民
人
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

▽
高
森

。
昭
和
の
原
恒
〓
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

取
材
に
伺

い
ま
す

「広
報
た
か
も
り
」
に
対

す

る
意

見
、
提
言
、
こ
う
し
た
い
よ
い
の
に
、

と
い
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
か
な
出
来
事
や

話
題
も
企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

し

/dh、
t・■テリ

(

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

。
昭
和
の
岩
木
孝
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
計
さ
ん
。
６９
歳
死
去
）

▽
高
森

。
上
在
の
野
尻
昭
光
さ
ん
か
ら

（父
、
節
喜
さ
ん
・
８９
歳
死
去
）

▽
高
森

・
下
町
の
野
崎
保
男
さ
ん
か
ら

（父
、
満
男
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
高
森

・
横
町
の
窪
田
政
義
さ
ん
か
ら

（母
、
ト
メ
オ
さ
ん
。
９６
歳
死
去
）

S59.10.l～ 10.31受イ」

(出生児)(性別)(卑月告)

【出  生】
(住所) (保護者)

（Ｈ村「̈
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

色見 継治
佐藤 増夫
村山 ヤ青二
石田 宗宏
本村 武吉
野中 謙三
槍木野泰吉

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

熊
谷
起
代
女

草
村
あ
つ
代

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

女

男

女

男
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子
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日

い

明

　

佳

崇
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村
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死
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続
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ｌ
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死
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ｋ
日

●

伝
承
遊
び

で
子
供

と
交
流

＝

盛

況

だ

高森線新たなスタ

六
月
か
ら
町
内
‥
会
場
で
行
わ
れ
て

い
た
健
な
大
学
が
、
成
ｍ況
の
う
ち
に
こ

の
ほ
ど
開
講
し
ま
し
た
。

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
、
現
在
の
社

会
情
勢
の
中
、
と
後
の
生
き
が
い
と
、

心
の
ふ
れ
合
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、

広
い
視
野
を
養

っ
て
、
家

庭
や

社
会

か
い

求
め
ら

れ
、
頼
ら
れ
る
高
齢
者
に

な
っ
て
も
い
お
う
と
、
高

森
、
河
原
、
革
部
の
三
地

区
で
開
か
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
今

村

教

育

長
の

「那
馬
台
国

と

阿

蘇

南

郷
」
の
講
義
で
始
ま
っ
た

講
座
は
各
会
場
八
回
ず

つ

開
か
れ
、
延
べ
六
百
七
十

八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の

ほ
ど

行

わ

れ
た

「保
育
目
訪
問
」
で
は
、

■
さ
に
馴
れ
て
、
物
の
大

切
さ
を
忘
れ
が
ち
な
子
供

た
ち
に
、
手
作
り
の
物
で

も
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
を

知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
受

講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
で
作

っ
た
竹

馬
、
竹
ト
ン
が
、
水
鉄
砲
、
お
じ
ゃ
め

（
お
１
に
）、
民
中
な
ど
の
伝
承
遊
び
の

道
具
を
準
備
し
て
河
原
、
卓
部
保
育
同

と
高
森
幼
稚
田
を

‐
‐方
‐‐――
●
約
二
時
間
に

わ
た
り
竹
馬
の
乗
り
方
、
竹
ト
ン
ボ
の

飛
ば
せ
方
な
ど
を
教
え
な
が
ら
ｒ
供
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た

が
、
め
ず
ら
し
い
遊
び
に

人
喜
び
の
国
児
か
ら
は
、

受
講
生

一
人
ひ
と
り
に
園

児
手
作
り
の
首
ｆ１ｌｉ
り
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か

「幕
い
し
の

中
の
俳
句
」

（山
村

虻
ｒ

さ
ん
）

「押
化
１１１
」

（体
藤
剛
さ
ん
）
の
趣
味

の
講
座
を
は
じ
め
、

「高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
」

（平
田
医
師
）
　

「
こ
後
の

生
き
が
ヽ
に
つ
い
て
」

（
山
ド
車
部
中

学
校
長
）

「
電
話
の
知
識
」

（高
森
電

服
電
話
―，‐
，
）
な
ど
多
彩
な
内
容
の
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嘲
濶
祠
鯰
蒻
颯
鶯
褥
餃

第
六
回
高
森
線
特
定
地
方
交
通
線
対
策
協
議
会

（議
長

・
馬
場

一
精
九

州
運
輸
局
長
）
が
、
十

一
月
十
七
日
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
高

森
線
を
第
ニ
セ
ク
タ
ー
で
存
続
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
ま
し
た
。
早
け

れ
ば
来
春
に
も
新
会
社
を
設
立
し
、
来
年
末
に
は
九
州
初
の
第
三
セ
ク
タ

ー
鉄
道
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

り
ま
す
。

正
式
に
決
定
し
た
事
項
は
、
地
元
六

町
村
で
新
会
社
を
設
立
し
高
森
線
を
運

営
、
資
本
金
を
一
億
円

（転
換
交
付
金

五
億
三
千
三
百
万
円
か
ら
充
当
）
と
す

る
。
基
金
五
億
円
を
設
立
し
、
運
営
に

よ
る
赤
字
補
て
ん
に
充
て
る

な

ど

で

す
。転
換
交
付
金
は
、
廃
止
対
象
路
線
の

一
キ
ロ当
り
に
三
千
万
円
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
延
長
十
七

・
七
♂
の
高
森
線
は

五
億
三
千
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
転
換
交
付
金
は
、
レ
ー
ル
バ
ス

購
入
な
ど
の
初
期
投
資
に
一
億
七
千
五

百
万
円
、
定
期
差
額
負
担
に
三
千
百
万

円
、
基
金
に
二
億
二
千
五
百
万
円
が
充

て
ら
れ
ま
す
ｃ

初
期
投
資
は
、
　

両
約
四
千
三
百
万

円
の
レ
ー
ル
バ
ス
ニ
両
の
購
入
、
保
線

作
業
用
の
検
収
車
の
購
入
、
五
駅
増
え

て
十
駅
と
な
る
駅
年
目
の
建
設
費
に
使
わ

れ
ま
す
。

定
期
差
額
は
、
運
賃
が
現
行
の
約

一

・
五
倍
に
な
る
予
定
で
す
が
、
定
期
券

利
用
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る

た
め
、
通
勤
者
に
は
開
業
か

ら

一
年

間
、
通
学
生
に
も
開
業
時
か
ら
事
業
ま

で
の
差
額
を
負
担
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
Ｈ
標
額
五
億
円
の
基
金
は
、
転
換
交

付
金
か
い
ｆ
億
１
千
五
百
万
円
、
県
と

地
元
六
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
六
千
万
円
、

民
間
か
ら
の
拠
出
金
を
五
千
圧
百
万
円

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
の
利
息
を

約

二
千
五
百
万
円
見
込
ん
で
お
り
、
第

二
七
ク
タ
ー
ー
ーーー
で
１
想
さ
れ
る
赤
字

を
補
う
計
画
で
す
。

通勤、通学時に走る予定の 2両編成レールバス (予想図)

●

● ●

園児から首飾 りをかけてもらう受講生
νつ

た

健

六F

_二´

ノヽ

二ヽと

=千

‖

1月 15日 に成人式
希望者は12月 25日 まで連絡を

褻
税
の

源辟
ミ

一 こ
の
日
の

一協

議

会
に

は
、
馬
場
九
州

運

輸

局

長
、
茂
原
熊
本
鉄
道
管
理

―
‐‐
，
長
、
細
川
知
事
、
瀬
井

町
長
を
初
め
阿
蘇
南
部
六

町
村
長
』
が
出
席
し
ま
し

一に。ま
ず
、
細
川
知
■
が
―

月
‐
十
．
＝
に
開

か

れ

た
、
第
五
回
高
森
線
対
策

連
絡
協
議
会
の
合
意
Ｉ
項

を
報
告
、
協
議
の
結
果
、

地
元
町
村
に
よ
る
第
１
七

ク
タ
ー
条
を
全
李
■

致
で

了
承
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
／１‐
―
六

年
九
月
に
第

一
次
赤
字
廃

ＩＬ
対
象
路
線
に
指
定
さ
れ

て
以
来
、
高
森
組
特
定
地

方
交
通
＝
対
策

協

議

会

で
、
第
二
七
ク
タ
ー
に
よ

る
存
統
か
、
バ
ス
転
，
か

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

ヽ
た
高
森
社
は
新
し
て
ス

タ
ー
ー
を
切
る
こ
と
に
な

問
い
　
だ
―
五
年
の
九
月
に
、
床

面
積
九
十
五
平
方

日
の
住
宅
を
新
築

し
ま
し
た
が
、
二
十
九
年
分
の
円
定

資
産
税
が
三
倍
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
で
し
．
う
か
。

答
え
　
新
築
の
住
宅
に

つ

い

て

固

定

資

産

税

ｏ

は
、
床
面
積
百
平
方
材
ま
で
の
三
分

の
一
の
額
に
つ
い
て
、
三
年
間
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
場
合
、
五
十
九
年
か

ら
そ
の
適
用
が
な
く
な
り
、
あ
た
り

前
に
課
税
さ
れ
た
た
め
税
額
が
上
が

一知
識

高
森
線
の
利
用
訴
え
る
　
　

竜
市
か
ら参

加
ｔ
た
小
学
■

体
暇
村

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
く
　
が
「基
金
作
り

に
役
」ヽ′
て
て
」

高
森
，
を
も

っ
と
利
用
し
て
く
だ
ヽ
一
　

と
こ
つ
こ
？
た
め
た
小
遣
ヽ
を
瀬
井
町

い
と

「高
森
組
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
　

長
に
手
渡
し
、
高
森
線
問
題
の
関
心
の

ン
第
九
回
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
健
康

マ
　

・尚
さ
を
伺
せ
ま
し
た
．

ラ
ツ
ン
大
会
」
が
卜

一
月
ニ
ト
‐
日
‐ｌｉ‐
　
　
は
だ
寒
く
、　
マ
ラ
ツ
●
ン
に
は
ま
す
ま

体
暇
村
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
開
か
　

す
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
午
前
―

れ
、
約
五
百
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。　
　
　
時
、
小
学
校
低
学
年
男
ｒ
の
二
十
ロ
コ

熊
本
市
、
一̈」叫
尾
市
な
ど
県
下
各
地
か
　

―
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
ｃ
．
ギ
ロ
、
／‥―
キ
ロ
、

ら
も
高
森
■
を
利
用
し
て
約
百
人
が
参
　
十
キ
ロ
の
Ｆ

．
柿
＝
で
、
小
学
生
か
Ｌ
品

加
。
午
前
■
時
１
１
分
か
ら
行
わ
れ
た
　
晰
者
ま
で
ヵ
た
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
新
成

人
の
誕
生
を
祝
う

「成
人
式
」
の
式

典
を
、　
一
月
十
五

日
午
前
十
時
か
ら

林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。

今
回
の
該
当
た

は
、
昭
和
三
十
九

年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。
成

人
式
に
出
席
し
た

い
人
は
、
十
二
月

■
１
だ
＝
ま
で
に

中
央
公
民
館
に
連

絡
し

て
く

だ

さ

い
。
案
内
状
を
■

し
―‐
げ
ま
す
●

ま
た
、
町
外
に
就
職
し
た
り
し
て
、

本
町
に
に
民
登
録
が
し
て
な
く
て
も
、

郷
里
で
成
人
式
を
済
ま
せ
た
い
と
い
う

人
に
も
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
．
そ

こ
で
、
ご
家
族
に
こ
の
よ
う
な
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
中
央
公
民
館
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ｏ
②
ｌ
７
９
２

◇

行

事

予

定

▽
十
二
月
十
六
日
　
町
村
対
抗
阿
蘇

山

一
周
駅
伝
＝
午
前
十
時
高
森
町
役
場

ス
タ
ー
ト

〉
十
二
月
十
九
日
　
県
移
動
図
書
＝

午
後
三
時
か
ら
高
森
町
役
場
陸
戦
・Ｌ

▽
十
二
月
二
十
日
　
町
移
動
図
書
＝

色
見
、
上
色
見
、
高
森
地
区

▽
十
二
月
二
十

一
日
　
町
移
動
図
書

＝
河
原
、
野
尻
、
草
部
南
部
、
草
部
北

部
地
区
▽
一
月
十
五
日
　
成
人
式
＝
午
前
十

時
か
ら
高
森
町
林
業
総
合
七
ン
タ
ー

っ
た
訳
で
す
ｃ

減
額
の
要
件
と
し
て
は
　
▼
居
住

用
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

（車
庫
や
倉

庫
は
除
か
れ
ま
す
）
　

Ｖ
床
面
積
が

四
十
平
方

騎
以
上
百
六
十
五
平
方
研

以
下
で
あ
る
こ
と

（店
価
な
ど
と
の

併
用
住
宅
は
居
住
部
分
が
四
十
平
方

研
以
上
百
六
十
五
平
方

嗜
以
下
）

▽
課
税
評
価
額
が
、　
一
平
方
膚
当
た

り
、
木
造
の
場
合
八
万
千
円
な
ど
で

す
ｃ

一″笏
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＝
一
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年

末

・
年

始

の

運
転

免
許

事
務

運
転
飽
許
事
務
は
、
―
‐
‐
月
‐
―
九

Ｈ

（Ｌ
）
か
ら
　
月
，
＝

（本
）
ま
で

休
み
ま
す
。

年
末
、
年
始
の
体
入
の
期
‐―――
中
に
他

許
証
の
期
限
が
切
れ
た
人
は
、　
．
月
四

＝

（金
）
ま
で
有
効
と
み
な
さ
れ
ま
す

の
で
、　
＾
月
四
＝
ま
で
に
性
新
Ｆ
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
年
末
、
年
始
は
人
変
泥
雑
し

ま
す
の
で
、
免
許
証
の
更
新
は
‐――
め
‐１

お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
熊
本
市
長
■
町
の
運
転
免
許

七
ン
タ
ー
で
は
、
午
前
中
、
大
変
提
雑

し
ま
す
の
で
、
午
後
の
時
――ｌｌ
帯
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

年
賀
状
の
投
函
は

２０

ご

ろ

ま

で

に

陶
年
代
郵
使
の
受
け
付
け
は
、
―
二
月

Ｆ
圧
＝
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
年
賀
状
も
、
お
し
つ
ま
っ
て
出
さ
れ

る
と
、
元
旦
配
■
に
間
に
合
わ
な
く
な

り
ま
す
。
少
く
と
も
二
十
日
ご
ろ
ま
で

に
は
投
函
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

ま
た
、
投
函
す
る
際
は

「
町

内

あ

て
」

「白
県
あ
て
」

一他
府
県
あ
て
」

に
区
分
け
し
て
、
東
ね
て
お
出
し
く
だ

さ

い
。

計
調
査
」

「
昭
和
六
卜
年
圧
月

．
＝
」

の
文
字
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
写
真
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ス
タ
ー
の
奥
面
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
職
業

（学
生
の
場
合
は
学
校
名
）

を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
締
め
切
り
　
六
十
年
　
月

卜

圧

＝

（当
日
消
印
有
効
）

◇
ほ
う
賞
　
▽
最
優
秀
賞

　
一
名

（副

賞
卜
万
円
）
　

▽
優
秀
首
一　
二
名

（副

賞
‥
万
円
）
　

▽
優
良
常
一　
汁

千

名

（副
賞
記
念
品
）

◇
応
募
先
　
一〇
８
６
２
　
能
本ヽ
市
水

――ｌｊ

十
六
丁
＝
十
八
―

＾

熊
本
県
企
画
開

発
部
続
計
調
査
課

（
８
０
９
６
１
３
８

３
‐
―
―
―
―
）

県
民
提
案
募
集

熊
　
本
　
県

県
で
は
、
次
の
と
お
り
県
民
の
創
意

に
よ
る
県
政

へ
の
提
案
を
募

集

し

ま

す
ら
０
テ
ー
マ
　

「
わ
が
町
わ
が
村
の
日
本

一
づ
く
り
」
　

地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
産
品
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

地
域
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
提
案
。

０
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住

す

る

人

で
、
次
の
職
に
該
当
し
な
ｔ
人
　
¨
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

②
普
通
地
方
公
共
団
体
の
首
長
　
③
県

職
員
０
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

（枚
数
に
制
限
な
し
）
に
記
入
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
併
記
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
ぅ

（提
案
に
関

す

る

図

面
、
そ
の
他
資
料
な
ど
の
添
付
可
）

ま
た
、
原
稿
用
紙
／‐―
枚
以
上
に
な
る

場
合
は
、
要
旨
を
　
枚
に
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
ぅ

０
募
集
期
間
　
十
．
月
　
＝
か
』
六
十

年

一
月
二
十

．
日
ま
で

（当
＝
消
印
有

効
）
０
ほ
う
賞
　
▽
知
事
賞

一
点

（副
賞
十

万
円
）
▽
優
秀
賞
１
点

（副

賞

五

万

円
）
０
問
い
合
わ
せ
　
送
り
先
　
一炒
８
６
２

熊
本
市
水
前
十
六
―
＝
十
八
―
　
　
能
一

本
県
広
報
課

（
８
０
９
６
１
３
８
３
１

１
１
１
１
、
内
組
２
２
２
２
）

〓　
〓　
〓　
〓　
〓　
〓

自
衛
官
募
集
中

防
　
衛
　
庁

③
二
等
陸
、
海
、
空
士

Ｏ
受
付
期
間
　
常
時
行
わ
れ
て
い
ま
す

○
入
隊
時
期
　
一
月
及
び
二
月
、

（来

春
高
校
卒
業
予
定
者
は
二
月
下
旬
、
四

月
上
旬
）

○
応
募
資
格
　
十
八
歳
以
１１
二
十
五
歳

未
満
の
男
子
で
、
日
本
国
籍
を
有
す
る

人
◎
少
年
自
衛
隊

○
受
付
期
間
　
六
十
年

一
月
五
日
ま
で

○
試
験
日
　
六
十
年

一
月
八
日

○
採
用
人
員
　
陸
上
二
百
五
十
人
、
海

上
六
十
人
、
航
空
五
十
人

※
詳
し
く
は
役
場
企
画
課

（
毬
②
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
）
、
阿
蘇
募
集
事
務
所

（
霊
０
９

６
７
３
１
②
０
３
４
８
）

へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

林
さ
ん

津
留
さ
ん

な
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ‐

感
謝
状
は
、
こ
の
ほ
ど
熊
本
市
の
熊

木
合
同
庁
合
講
堂
で
、
三
井
九
州
農
政

サ
‐ｌ
ヶ
長
か
ら

二
人
に

伝
達

さ
れ
ま
し
た

が
、
林
さ
ん
は
十
五
年
間
、
津
留
さ
ん

も
圧
年
間
情
報
を
提
供
し
続
け
て
い
る

も
の
で
す
。

お
知
ら
せ

の
ベ

只
グ
にＳ
．ビ

●

第

三

セ

ク

タ

ー

高

森

線

●

せ
ん
。
趣
旨
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
理
解
い

た
だ
い
た
う
え
で
お
中
し
込
入
く
だ
さ

米
生
産
費
調
査
で

農
水
大
臣
感
謝
状

高
森
の
林
さ
ん
と
津
留
さ
ん

農
林
水
産
省
は
、
毎
年
統
計
情
報
業

務
の
協
力
者
に
大
臣
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
本
町
か
ら
高
森

・
森

の
林
昭
三
さ
ん
（五
二
）と
高
森

・
津
留
の

津
留
勇
雄
さ
ん
（四
・）
の
二
人
が

「米
生

産
費
調
査
」
に
協
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

米
生
産
費
調
査
は
、
そ
の
結
果
が
米

価
審
議
会
の
生
産
者
米
価
決
定
の
大
事

て
は
、
金
融
機
関

の
日
座
に
振
り
込

ん
で
い
た
だ
く
方

法
や
、
直
接
現
金

を
集
め
る
方
法
な

ど
を
検

討

中

で

十
年十

．
月
末
現

在
、
本
町
で
は
九

百
日

（
四
百
五
十
万
円
）
余
り
あ
中
し

込
入
が
あ

っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
も
本

町
出
身
者
を
は
じ
め
、
レ
ジ
ャ
ー
で
高

森
報
を
利
用
し
受
着
を
１１

っ
て
い
る
人

な
ど
か
ら
、
約
四
十
日
の
中
し
込
み
や

現
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
森
線
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
は
、
よ
り
多
く
の
基
金
が

必

要

で

す
。　
．
――

（
五
千
円
）
で
も
多
く
の
中

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
基
金
募
集
は
強
制
で
は
あ
り
ま

一
●

■本

町

の
目

標

千

八

百

七

十

万

円

沿
線
住
民
の
熱
意
が
実
り
、
第
‐
七

ク
タ
ー

に
よ
る
仔
続
が
決
ま
っ
た
高
森

線
で
す
が
、
経
営
赤
字
が
出
る
の
は
当

面
地
け
ゎ
れ
な
ヽ
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
五
億
円
の
基

金

を

設

け
、
利
息
で
赤
字
を
補
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
基
金
の
内
訳
は
転
換
交
付
金

か
ら
二
億
二
千
五
百
万
円
、
県
と
地
元

六
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
六
千
万
円
、
民
間

か
い
の
拠
出
金
が
五
千
五
百
万
円
．
本

町
は
二
四
軒
に
あ
た
る
千
人
百
Ｌ
Ｆ
万

円
を
＝
標
に
外
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
拠
出
金
は
寄
付
金
で
は
な
く
、

無
配
当

（無
利
息
）
の
積
立
金
と
お
考

え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
拠
出
金
か
ら
生

す
る
利
息
は
会
社
の
運
営
資
金
と
し
て

使
川
す
る
も
の
で
、
募
金
は
鉄
道
会
社

が
仔
続
す
る
限
り
お
返
し
し
な
い
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

拠
出
金
の
中
し
込
み
受
け
付
け
は
、

年
内
に
も
日
標
額
を
達
成
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
現
金
の
払
い
込
み
に
つ
い

商
業
統
計
調
査
の

ポ

ス
タ
ー
募
集

通

商

産

業

省

通
商
産
業
省
で
は
、
六
十
年
に
実
施

す
る
商
業
統
計
調
査
の
広
報
用
ポ
ス
タ

ー
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
内
容
　
調
査
の
対
象
と
な

る
商

店

（卸
売
業
、
小
売
業
）
が
商
業
統
計
調

査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力

が
得
ら
れ
る
も
の
。

◇
規
格
　
▽
用
紙
の
大
き
さ
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
２
版

（縦
五
十
九
多
、
横

四
十

二

考
）
で
縦
長
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
す
る
色
は
四
色
以
内

（自
色
は

一
色
と
数
え
な
い
）
と
し
ま
す
。
　

▽

図
案
に
は

「通
商
産
業
省
」

「商
業
統

●

●
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０７
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伐ヽ
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今
月
の
支
払
日
０

０

●

日

日

日

５

‐７

２６

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
土

ｏ
日
・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

(3,  第 304号

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、　
一
年
の

し
め
く
く
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
そ
の
あ
わ
た
だ

し
さ
が
、
安
全
運
伝
に
な
く
て
は
な
ら

な
い

″
ゆ
と
り
″
を
奪
い
、
つ
い
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
し
ま
う

よ

う

で

す
。
ま
た
、
年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
洒

を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴

っ
て
ぐ
っ
と
増
え
る
の
が
交
通
事
故
で

す
。十
二
月

一
日
か
い
、
来
年

一
月
十
日

ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
迎

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は

年
末
年
始
特
有
の
飲
酒
運
転
、
暴
走
運

転
に
よ
る
重
大
事
故
の
多
発
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹

底
と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
事
故
防
止
を

し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
特
に
次

の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

○

「
ゆ
と
り
」
と

「
ゆ
ず
り
あ
い
」
の

運
転
を
励
行
す
る
。

○
飲
酒
し
た
と
き
は
絶
対
運

転

し

な

○
飲
酒
す
る
場
所

へ
車
を
運
転
し
て
行

か
な
い
。

０
二
輪
■
は
昼
間
点
灯
を
、
四
輪
車
も

夕
暮
れ
時
は
早
＝
に
ラ
イ
ト
を
つ
け

る

。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
歩
行
者
は
事
故
に
会
わ
な

い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し
、
楽
し
い
正

月
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

タ
コ
あ
げ
は
電
線

の
な
い
と
こ
ろ
で

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ
お
願
い
。

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
あ
げ
を
絶

対
し
な
い
よ
う
、
お
子
さ
ん
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
毎
年
九
州
で
は
、
約
二
千

個
も
の
タ
コ
が
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
て

い
ま
す
。

も
し
、
タ
コ
が
電
線
に
か

か

っ
た

ら
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で

と

ら

ず

に
、
九
州
電
力
高
森
営
業
所

（
窓
②
０

０
３
７
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鶉
電
柱
に
の
ぼ

っ
て
と
る
の
は
や
め

ま

し

ょ

う

。

鶉
電
線
を
竹
ざ
お
で
つ
つ
く
の
は
大

変
危
険
で
す
。

そ
の
た
め
に
停
電
し
て
、
近
所
の
な

な
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

無
事
故

で
楽

し

い
正
月
を

符始妹
交
通
事
故
防
止
運
動

図
る
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点
目
標
は

○
無
謀
運
転
、
飲
酒
運
転
の
追
放

○
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

●
安
全
な
速
度
で
た
る
習
慣

を

つ
け

る

。

Ｏ
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
で
は
早
め
早
め
に

体
け
い
を
す
る
。

こ
ヽ
一ミ

■
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サッパリしてください
―――駁
1庸
梅 香 苑―

入浴サービスを開始

今
年
も
あ
と
　
月
を
残
す
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
役
場
の
仕
事

は
、
窓
日
な
ど
の
一
般
事
務
は
二
十
八

日
の
午
前
中
で
終
了
、
新
春
三
日
ま
で

休
み
ま
す
。
た
だ
し
、
窓
口
奮
務
の
´

部
の
ほ
か
、
ゴ
ミ

。
し
尿
収
集
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

窓
口

。
一
般
事
務

窓

目
事
務
な
ど

一
般
の
事
務
は
、
本

庁
、
出
張
所
と
も
十
七
月
＾
―
九
日
か

ら

．
月
二
＝
ま
で
体
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
――――
、
証
明
占
な
ど
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
早

＝
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

な
お
、
出
生
届
、
死
亡
届
、
婚
姻
届

な
ど
戸
籍
の
届
け
出
に
限
り
、
休
み
中

も
当
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。
出
張
所

は
当
直
が
い
ま
せ
ん
の
で
、
本
庁
に
，トーー

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
．

ゴ

ミ

の

収

集

日
程
で
行
い
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て
は

収
集
日
が
違

っ
て
い
ま
す
の
で
、
――――
覧

な
ど
に
よ
り
、
日収
終
＝
と
開
始
Ｈ
を
確

か
め
て
お
き
ま
し
よ
う
ｏ

収
集
日
以
外
に
、
ど
う
し
て
も
処
理

し
た
い
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
接

清
掃
組
合

（
８
２
０
７
１
９
）

へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
十
二
月
三
十

一
――
の
年
前
中
で
取
り
扱
い
を
ス
ト
ッ

プ
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

▽
草
部
北
部
地
区
　
一

月
二
十
二
日

▽
野
尻
南
部
地
区
　
一

月
九
日
、　
一
月
二
十
三
日

四
＝

月
七
日
、

▽
野
尻
北
部
地
区
　
一
月
十
日
、　
一

月
二
十
五
日

し

尿

収

集

し
尿
の
収
集
は
、
指
定
業
者
が
行
っ

て
い
ま
す
が
、
年
内
は
二
十
九
日
（土
）

で
終
わ
り
、
新
年
は
一
月
七
日

（月
）

か
ら
収
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
別
養
護
と
人
ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」

（平
田
ル
リ
子
施
設
長
）
で
は
、
寝
た

き
り
や
、
家
族
の
力
で
は
人
浴
が
困
難

な
老
人
を
対
象
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
ｃ

寝
た
き
り
と
人
を
か
か
え
る
家
庭
で

は
、
浴
槽
が
せ
ま
い
、
入
れ
に
く
い
、

冬
期
は
浴
室
が
冷
え
る
な
ど
、
家
族
の

身
体
的
、
精
神
的
な
労
苦
は
た
い
へ
ん

な
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
入
浴
の
機
会
が
少
い
こ

れ
ら
の
と
人
に
サ
ッ
パ
リ
し
て
も
ら
お

う
と
同
と
人
ホ
ー
ム
が
四
月

．
Ｈ
か
ら

始
め
た
も
の
で
、
現
在
は
凋
Ｉ

、
二
回

程
度
の
人
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
ｃ
入
浴
で
き
る
の
は
寝
た
き
り
と

人
、
自
力
か
家
族
の
協
力
で
も
人
浴
が

困
難
な
人
で
、
主
治
医
が
認
め
た
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

近
く
、
中
イ
ス
の
ま
ま
乗
り
降
り
が

で
き
る
リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
重
度
の
寝
た

き
り
老
人
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
な

り
ま
す
ｃ

同
と
人
ホ
ー
ム
の
専
用
浴
槽
は
、
浴

槽
が
Ｌ
ド
す
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
の
状
態
で
、
体
を

洗

っ
た
０
温
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
す
で
に
七
十
人
以
トー
の
お
年
寄
り
が

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
り
、
楽
な

姿
勢
で
入
浴
で
き
る
広
い
浴
槽
と
、
他

の
お
年
寄
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
る
と
好
評
で
す
ｃ

●

食
べ
残
す
と
た
い
へ
ん

飽噸魂
児
火
伏
ぜ
と
豊
作
祈
る

色
見
の
井
上
、
山
鳥
地
区
に
約
二
百

五
十
年
前
か
ら
伝
わ
る

「
め
し
食
い
祭

り
」
が
、
今
年
も
十

一
月
十
六
日
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
色
見
熊

野
座
神
社
境
内
に
あ
る
受

官

（あ
た
ご
）
確
限
Ｌ
火

伏
せ
地
蔵
の
祭
り
で
、
火

難
よ
け
と

性

作
を

祈

っ

て
、
毎
年
旧
歴
の
十
月
二

十
四
日
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
．今
年
の
座
た
は
山
鳥
束

地
区
、
本
川

山

晴

さ
ん

■
八
）方
で

開

か
れ

ま
し

た
［
‐――
朝
か
ら
地
区
の
男

昨
給
出
で
準
備
が
始
め
ら

れ
、
年
後
二
時

過

ぎ

に

は
、
一
一升
五
合
の
ご
飯
が

二
つ
の
わ
ん
に
盛
り
Ｌ
サ

ら
れ
、
高
さ
約

．
ト
セ
ン

チ
の

一
人
塔
販

（だ
い
と
う
め
し
）
」

が
で
き
た
が
り
ま
し
た
。

夜
六
時
過
ぎ
か
ら
は
、
外
―‐
、
山
島

西
地
区
の
客
約
１
１
人
が
、
精
進
料
理

を
お
か
ず
に
大
盛
り
二
杯

の
ご
飯
で
腹
ご
し
ら
え
、

こ
の
あ
と
長
老
か
ら
大
塔

飯
に
挑
戦
す
る
、
森
川
秋

男
さ
ん
（五
八
）と
、
岩
下
浩

吉
さ
ん
（
二
ｏ
）
の
二
人
が
折

名
さ
れ
ま
し
た
ｃ

一残
す
と
来
年
は
不
作
」
と
い
わ
れ

て
お
り
、
特
人
の
大
根
と
ゴ
ボ
ウ
の
煮

つ
け
、
そ
れ
に
み
そ
汁
を
お
か
ず
に
、

汗
だ
く
で
人
奮
間
の
二
人
は

、　
途

中

一
夕
立
が
来
た
」
の
合
図
で
入
の
、
か

さ
を
付
け
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、
約
四

分
の

．
食
べ
た
と
こ
ろ
で
降
参
ｃ
残
り

は
全
員
の
応
援
を
受
け
て
平

げ

ま

し

た
。

高
齢
者

の
会
員

十

五
人
を
表
彰

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

（安
方
昼

射
会
長
、
二
百
六
十
人
）
は
、
十
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
た
月
例
会
の
開
会
式

で
、
満
八
十
歳
以
上
の
会
員
十
五
人
を

表
彰
を
受
け
た
１５
人
の
お
年
寄
リ

人
彰
し
ま
し
た
ｃ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
ｔ
む
お
年
寄
り

に
、
今
後
も
元
気
で
活
躍
し
て
も
ら
お

う
と
高
齢
者
会
員
の
表
彰
を
決
め
た
も

の
で
、
安
方
会
長
か
ら

一
人

ひ

と

り

に
、
表
杉
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
秋
晴
れ
の
日
ざ
し
の
中
で

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
安
方
会
長

は

一‐今
後
も
老
人
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
健
康
増

進

を

図

り
、
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

千
‐‐―‐
し
て
い
ま
し
た
ｃ

表
彰
さ
れ
た
Ｆ
五
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。
▽
高
森
　
津
留
正
利
‐
下

田

ア

サ

エ
、
堀
セ
キ
、
本
田
ク

一́
　

西

依

一

馬
、
那
須
道
則
、
甲
斐
ツ
ユ
、
岩
下
里

至
、
松
本
キ
チ
フ
、
後
藤
今
朝
広
、
田

―■
幸
男
、
▽
色
見
　
岩
下
則
行
、
住
吉

イ
キ
、
▽
上
色
見
、
荒
牧
つ
え
、
後
藤

金
男

こ
の
ほ
ど
尾
下
の

多

々
野
原
公
園
に
立

派
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
三
面
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
地
区

の
お
年
寄

り
た

ち

は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
、
体
育
協
会

や
学
校
の
行
事
な
ど

で
使
え
な
い
こ
と
が

多

い
た
め
、
林
業
セ

ン
タ
ー
の
駐
市
場
で

紳
習
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
し
い
コ
ー

ト
の
完
成
で
、
い
つ

で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
楽
し
め
る
と
大
喜
び
で
す
ｃ

完
成
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
は

多

々
野
公
園
の
東
側
で
、
町
道
片
山
―

下
曲
線
沿
い
の
町
有
地
。
阿
蘇
五
岳
、

九
二
連
山
、
祖
母
山
を
望
む
高
台
に
あ

り
ま
す
。

幣
地
は
す
べ
て
地
区
の
有
志
に
よ
る

本
仕
作
業
で
行
わ
れ
、
周
囲
に
は
防
球

ネ
ッ
ト
も
張
り
巡
ら
せ
て
あ
り
ま
す
。

毎
月
第
二

三１１
曜
日
は
愛
好
者
大
会
を
行

っ
て
お
り
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ー
ル
協
会

野
尻
地
区
代
表
の
甲
斐
定
国
さ
ん
（六
八
）

は

一
新
し
い
コ
ー
ト
の
完
成
を
皆
で
喜

ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
ｃ

電
話
帳
発
行
に
ご
協
力
を

商

工
会
青
年
部

高
森
町
商
工
会
青
年
部

（大
塚
弘
倫

会
長
）
で
は
、
新
し
い
電
話
帳
発
行
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
ｃ

こ
れ
は
前
回
五
十
七
年
に
発
行
し
た

電
話
帳
の
内
容
が
古
く

な
っ
た
た
め

新
し
く
発
行
す
る
も
の
で
、
高
森
、
白

水
、
久
木
野
、
長
陽
の
四
町
村
管
内
分

が
収
録
さ
れ
る
予
定
で
す
。

来
年
春
に
完
成
、
町
内
の
企
肛
帯
に

無
料
で
配
ら
れ
ま
す
が
、
同
青
年
部
で

は
印
―‐――――
費
に
充
て
る
広
告
の
協
力
を
、

事
業
所
、
商
店
に
呼
び
か
け

て

い
ま

す
。

●

入浴サ ー ビス を受 け る お 年 寄 リ大奮闘の森川さん (左 )と岩下さん (右 )

さ
ら
に
来
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
在

宅
寝
た
き
り
老
人
の
機
能
回

復

訓

練

と
、　
一
人
暮
ら
し
の
寝
た
き
り
老
人
へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
た
い
と
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

「梅
香
苑
」

（８
●
３
１

１
１
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

す
。▽
高
森
、
色
見
地
区
　
一
月
四
日
に

高
森
地
区
の
不
燃
物
収
集
。　
一
月
七
日

か
ら
平
常
ど
お
り
。

▽
草
部
南
部
地
区
　
一
月
五
日
、　
一

月
六
日
、　
一
月
二
十
日
、　
一
月
二
十

一

一
般
事
務
は
休
み
ま
す

年
内
の
ゴ
ミ
収
集
は
従
来
ど
お
り
の

一
交

付

対

象

が

一
変

り

ま

し

た

身
障
者
手
帳

身
体
障
害
者
福
祉
法
が

一
部
改
正
さ

れ
、
次
の
方
も
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

①
ぼ
う
こ
う
、
ま
た
は
直
腸
機
能
障

害
者
　
▽
尿
路
変
向

（更
）
の
ス
ト
マ

を
お
持
ち
の
方
　
▽
人
工
肛
門
の
ス
ト

マ
を
お
持
ち
の
方
で
、　
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
方
　
▽
三
分
脊
椎
に
よ
り
、

高
度
の
排
尿
機
能
障
害
、
ま
た
は
、
排

尿
機
能
障
害
お
よ
び
排
便
機
能
障
害
の

あ
る
方
②
心
臓
機
能
障
害
に
よ
り
、
三
級
ま

た
は
四
級
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
、
人

工
弁

移

植
、
弁
置
換
を
さ
れ
て
い
る
方
は
一
級

に
認
定
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
、
詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
福

祉
事
務
所

（雪
０
９
６
７
２
１
２
１
１

１
１
１
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●●

ゲー トボールコー トが完成

多 々 野 原 公 園 一

月
八
日
、　
一

、　
一
月
二
十

１２
月‐
２９
日
に
一
丹
３
日

寒
囃
機

轟
判
一・　
・魃

咆

■
■
■


